
報第６号 

 

 

岐阜県教育委員会公文書規程の一部を改正する訓令について 

 

 

 教育長に対する権限の委任等に関する規則第４条第１項の規定により、岐阜

県教育委員会公文書規程の改正について、次のとおり専決したので、報告し、

その承認を求める。 

 

 

 

 

 

  令和６年４月１８日提出 

 

 

                  岐阜県教育委員会 

                                    教育長 堀 貴雄 
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＜教育長に対する権限の委任等に関する規則＞ 

 

 第一条  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年

法律第百六十二号。以下「法」という。）第二十五条第一項の規定

に基づき、教育委員会は、次に掲げる事項及び岐阜県教育委員会の

権限に属する事務の委任及び補助執行に関する規則（平成二十九年

岐阜県教育委員会規則第十五号。以下「委任等規則」という。）の

規定により知事の補助機関である職員に委任し、又は補助執行させ

る事務を除き、その権限に属する教育事務を教育長に委任する。 

  一から十まで  略 

  十一 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改

廃に関すること。 

  十二から二十まで  略 

 ２  略 

第二条及び第三条  略 

 第四条 教育長は、緊急の場合には、第一条第一項各号に規定する事

務を専決することができる。 

 ２ 教育長は、前項の規定により処理したときは、次回の教育委員会

にこれを報告し、その承認を求めなければならない。 

 第五条  略 
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岐阜県教育委員会公文書規程の一部を改正する訓令の概要 

 
 
１ 改正の趣旨 

   新文書管理システムにおいて電子決裁機能が導入されることに伴い、所

要の改正を行うもの。 

 

 

２ 改正の内容 

文書管理システムにおいて行う処理に、回議及び決裁を追加する。（第

２条第２項） 

その他文書の取扱い及び電子決裁機能等に関する規定を整理する。 

 

 

３ 施行日 

   令和６年４月１日 
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岐
阜
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号 

 
 

事
務
局
一
般 

各
県
立
学
校 

 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
公
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
□ 

  
 

令
和
六
年
四
月
一
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
教
育
委
員
会 

教
育
長 

堀 
 
 
 
 

貴 
 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
公
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

  

岐
阜
県
教
育
委
員
会
公
文
書
規
程
□
昭
和
四
十
四
年
岐
阜
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
□
の
一
部 

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
二
条
第
十
号
中
□
起
案
□
の
下
に
□
□
回
議
□
決
裁
□
を
加
え
る
□ 

 

第
十
条
の
三
の
見
出
し
中
□
電
子
メ
□
ル
□
を
□
電
子
文
書
□
に
改
め
□
同
条
第
一
項
中
□
電
子
メ

□
ル
□
を
□
電
子
文
書
□
に
改
め
□
同
条
第
二
項
中
□
電
子
メ
□
ル
□
を
□
電
子
文
書
を
受
信
し
た
場

合
□
に
□□
す
べ
き
□
を
□
の
□
に
改
め
□
同
条
第
三
項
中
□
電
子
メ
□
ル
□
を
□
電
子
文
書
□
に
改
め

る
□ 

 

第
十
一
条
の
二
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

 

文
書
の
供
覧
は
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
難
い
場
合
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□

又
は
供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
□ 

 

第
十
一
条
の
二
第
四
項
中
□
供
覧
文
書
を
□
の
下
に
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
で
□
を

加
え
る
□ 

 

第
十
一
条
の
三
中
□
受
け
た
文
書
□
の
下
に
□□
紙
の
文
書
に
限
る
□□□
を
加
え
る
□ 

 

第
十
一
条
の
四
第
一
項
第
五
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
□ 

た
だ
し
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
訂
正
す
る
場
合
は
□
こ
の
限
り
で
な
い
□ 

 

第
十
六
条
第
二
項
中
□
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
□
を
□
署
名
等
□
署
名
又
は
認
印
の

押
印
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
行
う
押
印
に
相
当
す
る
処
理
を
含
む
□□
を
い
う
□
以
下
同
じ
□□

を
し
な
け
れ
ば
□
に
改
め
□
同
条
第
五
項
中
□
文
書
□
の
下
に
□□
紙
の
文
書
に
限
る
□□□
を
加
え
□
同

条
第
八
項
中
□
に
は
□□
の
下
に
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
回
議
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
承

認
の
登
録
を
行
う
と
き
に
そ
の
旨
を
表
示
し
□
紙
に
よ
る
回
議
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
□
を
加
え
□

□
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
□
を
□
署
名
し
な
け
れ
ば
□
に
改
め
る
□ 

 

第
二
十
二
条
中
□
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
□
を
□
署
名
等
を
し
な
け
れ
ば
□
に
改
め
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る
□ 

 
第
二
十
四
条
第
二
項
中
□
起
案
用
紙
の
□
公
印
□
欄
の
□
要
・
不
要
□
の
文
字
を
〇
で
囲
む
□
を
□
起

案
文
書
の
□
公
印
□
欄
に
要
又
は
不
要
の
区
分
を
表
示
す
る
□
に
改
め
る
□ 

 

第
三
十
一
条
の
四
□
見
出
し
を
含
む
□□
中
□
電
子
メ
□
ル
□
を
□
電
子
文
書
□
に
改
め
る
□ 

 

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

文
書
の
供
覧
は
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
難
い
場
合
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□

又
は
供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
□ 

 

第
三
十
二
条
の
二
第
四
項
中
□
供
覧
文
書
を
□
の
下
に
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
で
□

を
加
え
□□
□
軽
易
な
□
を
□
軽
易
な
□
に
改
め
る
□ 

 

第
三
十
二
条
の
三
中
□
受
け
た
文
書
□
の
下
に
□□
紙
の
文
書
に
限
る
□□□
を
加
え
る
□ 

 

第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
中
□
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
□
を
□
署

名
等
を
し
な
け
れ
ば
□
に
改
め
る
□ 

 

第
三
十
八
条
た
だ
し
書
中
□□
電
子
メ
□
ル
に
限
る
□□□
を
削
る
□ 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
□
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 
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岐
阜
県
教
育
委
員
会
公
文
書
規
程
□
昭
和
四
十
四
年
岐
阜
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
□
新
旧
対
照
表 

 

□
新
□ 

□
旧
□ 

 
 

目
次 

 

略 

目
次 

 

略 

 
 

第
一
章 

総
則 

第
一
章 

総
則 

 
 

第
一
節 

通
則 

第
一
節 

通
則 

 
 

第
一
条 

 

略 

第
一
条 

 

略 

 
 

□
定
義
□ 

□
定
義
□ 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
□
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
□ 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
□
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
□ 

一
か
ら
九
ま
で 

 

略 

一
か
ら
九
ま
で 

 

略 

十 

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム 

電
子
計
算
機
を
用
い
て
文
書
の
収
受
□
起
案
□
回
議
□
決
裁
□

保
存
□
廃
棄
そ
の
他
の
文
書
管
理
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
う
□ 

十 

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム 

電
子
計
算
機
を
用
い
て
文
書
の
収
受
□
起
案 

 
 

 
 

 

□

保
存
□
廃
棄
そ
の
他
の
文
書
管
理
を
総
合
的
に
行
う
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
う
□ 

十
一 

 

略 

十
一 

 

略 

 
 

第
三
条
か
ら
第
三
条
の
四
ま
で 

 

略 

第
三
条
か
ら
第
三
条
の
四
ま
で 

 

略 

 
 

第
二
節
か
ら
第
四
節
ま
で 

 

略 

第
二
節
か
ら
第
四
節
ま
で 

 

略 

 
 

第
二
章 

本
庁
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
い 

第
二
章 

本
庁
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
い 

 
 

第
一
節 

文
書
の
収
受 

第
一
節 

文
書
の
収
受 

 
 

第
九
条
か
ら
第
十
条
の
二
ま
で 

 

略 

第
九
条
か
ら
第
十
条
の
二
ま
で 

 

略 

 
 

□
電
子
文
書 

を
受
信
し
た
場
合
の
取
扱
い
□ 

□
電
子
メ
□
ル
を
受
信
し
た
場
合
の
取
扱
い
□ 

第
十
条
の
三 

文
書
取
扱
責
任
者
は
□
所
属
宛
て
の
電
子
文
書 

を
受
信
し
た
と
き
は
□
主
務

係
長
に
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
主
務
係
長
は
□
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書
に
あ

第
十
条
の
三 

文
書
取
扱
責
任
者
は
□
所
属
宛
て
の
電
子
メ
□
ル
を
受
信
し
た
と
き
は
□
主
務

係
長
に
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
主
務
係
長
は
□
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書
に
あ
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つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 
職
員
宛
て
の
電
子
文
書
を
受
信
し
た
場
合
は
□
親
展
扱
い
の 

 

も
の
を
除
き
□
当
該
職

員
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
文
書
に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

職
員
宛
て
の
電
子
メ
□
ル 

 
 

 
 

 

は
□
親
展
扱
い
す
べ
き
も
の
を
除
き
□
当
該
職

員
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
文
書
に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
受
信
し
た
電
子
文
書 

を
紙
に
出
力
し
た
場
合
は
□
第

十
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
□ 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
受
信
し
た
電
子
メ
□
ル
を
紙
に
出
力
し
た
場
合
は
□
第

十
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
□ 

 
 

第
十
条
の
四 

 

略 

第
十
条
の
四 

 

略 

 
 

第
二
節 

文
書
の
処
理 

第
二
節 

文
書
の
処
理 

 
 

第
十
一
条 

 

略 

第
十
一
条 

 

略 

 
 

□
文
書
の
供
覧
□ 

□
文
書
の
供
覧
□ 

第
十
一
条
の
二 

文
書
の
供
覧
は
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□
た
だ
し
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
難
い
場
合
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に

□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□
又
は
供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
う

も
の
と
す
る
□ 

第
十
一
条
の
二 

文
書
の
供
覧
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□
又
は

供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２
及
び
３ 

 

略 

２
及
び
３ 

 

略 

４ 

供
覧
文
書
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
で
作
成
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
□
第
三

条
第
四
項
に
規
定
す
る
文
書
及
び
軽
易
な
文
書
を
除
き
□
供
覧
の
完
了
後
□
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

４ 

供
覧
文
書
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
成
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
□
第
三

条
第
四
項
に
規
定
す
る
文
書
及
び
軽
易
な
文
書
を
除
き
□
供
覧
の
完
了
後
□
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

□
例
規
文
書
□ 

□
例
規
文
書
□ 

第
十
一
条
の
三 

主
務
係
長
は
□
供
覧
が
完
了
し
た
文
書
及
び
交
付
を
受
け
た
文
書
□
紙
の
文

書
に
限
る
□
□
の
う
ち
□
法
令
□
訓
令
等
の
解
釈
及
び
運
用
方
針
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て

は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
例
規
□
の
文
字
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
十
一
条
の
三 

主
務
係
長
は
□
供
覧
が
完
了
し
た
文
書
及
び
交
付
を
受
け
た
文
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
う
ち
□
法
令
□
訓
令
等
の
解
釈
及
び
運
用
方
針
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て

は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
例
規
□
の
文
字
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

□
文
書
の
起
案
□ 

□
文
書
の
起
案
□ 

第
十
一
条
の
四 

文
書
の
起
案
は
□
次
の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□ 

第
十
一
条
の
四 

文
書
の
起
案
は
□
次
の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□ 

一
か
ら
四
ま
で 

 

略 

一
か
ら
四
ま
で 

 

略 

五 

記
載
事
項
の
う
ち
契
約
金
額
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
を
訂
正
し
た
と
き
は
□
そ
の
箇
所

に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
す
こ
と
□
た
だ
し
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
訂
正

五 

記
載
事
項
の
う
ち
契
約
金
額
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
を
訂
正
し
た
と
き
は
□
そ
の
箇
所

に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
す
こ
と
□ 
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す
る
場
合
は
□
こ
の
限
り
で
な
い
□ 

 
２
か
ら
４
ま
で 

 

略 

２
か
ら
４
ま
で 

 

略 

 
 

第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で 

 

略 

第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で 

 

略 

 
 

□
文
書
の
回
議
□ 

□
文
書
の
回
議
□ 

第
十
六
条 

 

略 

第
十
六
条 

 

略 

２ 

文
書
の
回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
内
容
の
検
討
及
び
形
式
の
審
査
を
行
い
□
こ

れ
に
同
意
す
る
場
合
は
□
所
定
欄
に
署
名
等
□
署
名
又
は
認
印
の
押
印
□
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
行
う
押
印
に
相
当
す
る
処
理
を
含
む
□
□
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

文
書
の
回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
内
容
の
検
討
及
び
形
式
の
審
査
を
行
い
□
こ

れ
に
同
意
す
る
場
合
は
□
所
定
欄
に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
□ 

３
及
び
４ 

 

略 

３
及
び
４ 

 

略 

５ 

事
務
を
代
決
し
た
者
は
□
決
裁
権
者
の
後
閲
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書
□
紙
の
文
書

に
限
る
□
□
に
つ
い
て
は
□
□
要
後
閲
□
の
文
字
を
記
載
し
□
決
裁
者
の
登
庁
後
直
ち
に
そ

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

５ 

事
務
を
代
決
し
た
者
は
□
決
裁
権
者
の
後
閲
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

に
つ
い
て
は
□
□
要
後
閲
□
の
文
字
を
記
載
し
□
決
裁
者
の
登
庁
後
直
ち
に
そ
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

６
及
び
７ 

 

略 

６
及
び
７ 

 

略 

８ 

回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
決
裁
が
完
了
し
た
後
に
事
案
の
内
容
を
知
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
回
議
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
承
認
の

登
録
を
行
う
と
き
に
そ
の
旨
を
表
示
し
□
紙
に
よ
る
回
議
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
文

書
の
上
部
欄
外
に
□
要
再
回
□
の
文
字
を
記
載
す
る
と
と
も
に
署
名
し
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
□ 

８ 

回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
決
裁
が
完
了
し
た
後
に
事
案
の
内
容
を
知
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
該
文

書
の
上
部
欄
外
に
□
要
再
回
□
の
文
字
を
記
載
す
る
と
と
も
に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

９ 
 

略 

９ 
 

略 

 
 

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

 

略 

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

 

略 

 
 

第
三
節 

文
書
の
施
行 

第
三
節 

文
書
の
施
行 

 
 

第
二
十
一
条 

 

略 

第
二
十
一
条 

 

略 

 
 

□
照
合
□ 

□
照
合
□ 

第
二
十
二
条 

浄
書
文
書
に
つ
い
て
は
□
必
ず
当
該
原
議
と
の
照
合
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
公
印
の
押
印
が
必
要
な
と
き
は
□
照
合
者
が
原
議
の
所
定
欄
に

署
名
等
を
し
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 

な
ら
な
い
□ 

第
二
十
二
条 
浄
書
文
書
に
つ
い
て
は
□
必
ず
当
該
原
議
と
の
照
合
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
公
印
の
押
印
が
必
要
な
と
き
は
□
照
合
者
が
原
議
の
所
定
欄
に

署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 
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第
二
十
三
条 

 

略 

第
二
十
三
条 

 

略 

 
 

□
公
印
等
の
押
印
□ 

□
公
印
等
の
押
印
□ 

第
二
十
四
条 

 

略 

第
二
十
四
条 
 

略 

２ 

前
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
一
般
文
書
に
つ
い
て
は
□
起
案
の
際
に
当
該
起

案
文
書
の
□
公
印
□
欄
に
要
又
は
不
要
の
区
分
を
表
示
す
る 

こ
と
に
よ
つ
て
□
回
議
者
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

前
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
一
般
文
書
に
つ
い
て
は
□
起
案
の
際
に
当
該
起

案
用
紙
の
□
公
印
□
欄
の
□
要
・
不
要
□
の
文
字
を
〇
で
囲
む
こ
と
に
よ
つ
て
□
回
議
者
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

３ 
 

略 

３ 
 

略 

 
 

第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で 

 

略 

第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で 

 

略 

 
 

第
四
節
及
び
第
五
節 

 

略 

第
四
節
及
び
第
五
節 

 

略 

 
 

第
三
章 

現
地
機
関
等
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
い 

第
三
章 

現
地
機
関
等
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
い 

 
 

第
一
節 

文
書
の
収
受
及
び
配
布 

第
一
節 

文
書
の
収
受
及
び
配
布 

 
 

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
三
ま
で 

 

略 

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
三
ま
で 

 

略 

 
 

□
電
子
文
書 

を
受
信
し
た
場
合
の
取
扱
い
□ 

□
電
子
メ
□
ル
を
受
信
し
た
場
合
の
取
扱
い
□ 

第
三
十
一
条
の
四 

文
書
取
扱
責
任
者
は
□
所
属
宛
て
の
電
子
文
書 

を
受
信
し
た
と
き
は
□

主
務
課
長
に
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
主
務
課
長
は
□
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書

に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
三
十
一
条
の
四 

文
書
取
扱
責
任
者
は
□
所
属
宛
て
の
電
子
メ
□
ル
を
受
信
し
た
と
き
は
□

主
務
課
長
に
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
主
務
課
長
は
□
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
文
書

に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

職
員
宛
て
の
電
子
文
書 

を
受
信
し
た
場
合
は
□
親
展
扱
い
の
も
の
を
除
き
□
当
該
職
員

が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
文
書
に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

職
員
宛
て
の
電
子
メ
□
ル
を
受
信
し
た
場
合
は
□
親
展
扱
い
の
も
の
を
除
き
□
当
該
職
員

が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
□
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
文
書
に
あ
つ
て
は
□
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
受
信
し
た
電
子
文
書 

を
紙
に
出
力
し
た
場
合
は
□
第

三
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
□ 

３ 
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
受
信
し
た
電
子
メ
□
ル
を
紙
に
出
力
し
た
場
合
は
□
第

三
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
□ 

 
 

第
三
十
一
条
の
五 

 

略 
 

第
三
十
一
条
の
五 

 

略 

 
 

第
二
節 

文
書
の
処
理 

第
二
節 
文
書
の
処
理 
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第
三
十
二
条 

 

略 

第
三
十
二
条 

 

略 

 
 

□
文
書
の
供
覧
□ 

□
文
書
の
供
覧
□ 

第
三
十
二
条
の
二 

文
書
の
供
覧
は
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
□
た
だ
し
□
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
難
い
場
合
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に

□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□
又
は
供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
う

も
の
と
す
る
□ 

第
三
十
二
条
の
二 

文
書
の
供
覧
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
供
覧
□
の
文
字
を
記
載
し
□
又

は
供
覧
用
紙
□
別
記
第
五
号
様
式
の
二
□
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２
及
び
３ 

 

略 

２
及
び
３ 

 

略 

４ 

供
覧
文
書
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
で
作
成
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
第
三
条

第
四
項
に
規
定
す
る
文
書
及
び 
軽
易
な
文
書
を
除
き
□
供
覧
の
完
了
後
□
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

４ 

供
覧
文
書
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
成
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
第
三
条

第
四
項
に
規
定
す
る
文
書
及
び
□
軽
易
な
文
書
を
除
き
□
供
覧
の
完
了
後
□
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

□
例
規
文
書
□ 

□
例
規
文
書
□ 

第
三
十
二
条
の
三 

主
務
課
長
は
□
供
覧
が
完
了
し
た
文
書
及
び
交
付
を
受
け
た
文
書
□
紙
の

文
書
に
限
る
□
□
の
う
ち
□
法
令
□
訓
令
等
の
解
釈
及
び
運
用
方
針
に
関
す
る
文
書
に
つ
い

て
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
例
規
□
の
文
字
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

第
三
十
二
条
の
三 

主
務
課
長
は
□
供
覧
が
完
了
し
た
文
書
及
び
交
付
を
受
け
た
文
書 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

の
う
ち
□
法
令
□
訓
令
等
の
解
釈
及
び
運
用
方
針
に
関
す
る
文
書
に
つ
い

て
は
□
当
該
文
書
の
余
白
に
□
例
規
□
の
文
字
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

第
三
十
二
条
の
四
及
び
第
三
十
二
条
の
五 

 

略 

第
三
十
二
条
の
四
及
び
第
三
十
二
条
の
五 

 

略 

 
 

□
文
書
の
回
議
□ 

□
文
書
の
回
議
□ 

第
三
十
三
条 

 

略 

第
三
十
三
条 

 

略 

２ 

文
書
の
回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
内
容
の
検
討
及
び
形
式
の
審
査
を
行
い
□
こ

れ
に
同
意
す
る
場
合
は
□
所
定
欄
に
署
名
等
を
し
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 

な
ら
な
い
□ 

２ 

文
書
の
回
議
を
受
け
た
者
は
□
当
該
文
書
の
内
容
の
検
討
及
び
形
式
の
審
査
を
行
い
□
こ

れ
に
同
意
す
る
場
合
は
□
所
定
欄
に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

３
及
び
４ 

 

略 

３
及
び
４ 

 

略 

 
 

第
三
十
四
条 

 

略 
第
三
十
四
条 

 

略 

 
 

第
三
節 

文
書
の
施
行 

第
三
節 

文
書
の
施
行 

 
 

□
文
書
の
浄
書
及
び
照
合
□ 

□
文
書
の
浄
書
及
び
照
合
□ 

第
三
十
五
条 

 

略 

第
三
十
五
条 

 
略 

２ 
 

略 

２ 
 

略 

３ 

浄
書
文
書
に
つ
い
て
は
□
必
ず
当
該
原
議
と
の
照
合
を
行
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
公

印
の
押
印
が
必
要
な
と
き
は
□
照
合
者
が
原
議
の
所
定
欄
に
署
名
等
を
し
な
け
れ
ば 

 
 

 

３ 

浄
書
文
書
に
つ
い
て
は
□
必
ず
当
該
原
議
と
の
照
合
を
行
い
□
こ
の
場
合
に
お
い
て
□
公

印
の
押
印
が
必
要
な
と
き
は
□
照
合
者
が
原
議
の
所
定
欄
に
署
名
し
□
又
は
認
印
を
押
さ
な
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な
ら
な
い
□ 

け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

４ 
 

略 

４ 
 

略 

 
 

第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条 

 

略 

第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条 

 

略 

 
 

□
経
由
文
書
□ 

□
経
由
文
書
□ 

第
三
十
八
条 

現
地
機
関
等
を
経
由
し
て
本
庁
に
提
出
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
□
特
に
意
見
を

付
け
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
を
除
き
□
経
由
印
□
別
記
第
七
号
様
式
□
を
押
し
て
発
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
電
子
文
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
場
合
は
□
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
に
い
つ
た
ん
収
受
の
登
録
を
し
た
後
□
転
送
す
る
も
の
と
す
る
□ 

第
三
十
八
条 

現
地
機
関
等
を
経
由
し
て
本
庁
に
提
出
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
□
特
に
意
見
を

付
け
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
を
除
き
□
経
由
印
□
別
記
第
七
号
様
式
□
を
押
し
て
発
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
□
た
だ
し
□
電
子
文
書
□
電
子
メ
□
ル
に
限
る
□
□
の
場
合
は
□
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
に
い
つ
た
ん
収
受
の
登
録
を
し
た
後
□
転
送
す
る
も
の
と
す
る
□ 

 
 

第
三
十
九
条 

 

略 

第
三
十
九
条 

 

略 

 
 

第
四
節
及
び
第
五
節 

 

略 

第
四
節
及
び
第
五
節 

 

略 

 
 

第
四
章 

 

略 

第
四
章 

 

略 

 
 

附 

則 
 

略 

附 

則 
 

略 

 
 

別
表 

 

略 

別
表 

 

略 

 
 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
七
号
様
式
ま
で 

 

略 

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
七
号
様
式
ま
で 

 

略 
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